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磐田市立向笠小学校長 佐伯 泰司 

 

２学期以降の学校行事の実施のあり方について 

 

２学期以降、全校行事として、運動会(10月)・ファミリーウォークラリー(11月)・持久走

記録会(12 月)・学習発表会(２月)を、さらに５年生の観音山自然体験教室（11 月）、６年生

では修学旅行（３月）をはじめ、各学年においても校外学習等の行事が予定されています。 

これらの行事の実施のあり方について、感染症対策を踏まえた学校としての考え方を以下

の通り御提示しますので、保護者の皆様の御理解と御協力をお願いします。 

 

記 

 

１ 基本的な考え方 

 学校行事の意義は、授業では味わえない感動を味わえることはもとより、行事を通して

人と協力することで得られる達成感や最後までやり遂げようとする逞しさを得られるな

ど大きいものがあります。さらに本校は小規模校であることの利を生かし、感染症対策を

講じやすい環境にあると言えます。 

ついては、本校では考え得る万全の対策を講じたうえで、予定通り学校行事を実施する

方向を模索していきたいと考えます。 

 

２ 延期若しくは中止の判断について 

(1) 実施予定日から遡り、概ね一週間の間に、本校児童や教職員において新型コロナウイ

ルス感染症の濃厚接触者若しくは感染者が発生した場合は、最低３日程度は休校措置を

講じることになることを考慮し、当該行事は中止とします。 

(2) その他、実施予定日から遡り、概ね一週間の間に、市内で感染拡大する事態が発生し、

実施することへの懸念が生じた場合、ＰＴＡ役員等との協議の上、規模の縮小若しくは

中止を検討することがあります。 

※⑴⑵ともに、授業時数確保や行事のバランスの取れた配置といった観点から、別日への延期等は行わない。 

 

３ 実施する際の感染症対策について 

(1) 児童・保護者及び教職員の検温は、行事実施前から継続して行い、実施当日、平熱よ

り明らかに高熱である者、その他体調不良(体のだるさ、鼻水やのどの痛み等)を訴える

者の参加は控えていただきます。 

(2) ３密を回避することに十分配慮します。マスクの着用については、熱中症への対応を

優先させつつ、身体的距離が十分とれないときに必ず着用することとします。またマス

クを着用することなく、概ね 1 メートル以内で 10 分以上会話することを避けるよう、

参加者全てに徹底します。さらに、マスク着用時も極力近距離かつ大声での会話は慎む

よう注意喚起します。（保護者や地域の方々が参観する行事においても同様） 

 

 



 

４ 観音山自然体験教室、修学旅行の実施のあり方について 

 この二つの行事については高学年の行事となりますが、他学年の保護者の皆様にとって

も関心の高い事項であると考えましたので、全保護者にお知らせすることとします。 

 

(1) 観音山自然体験教室について 

学校としては、上記の通り感染症対策を講じることで、例年通り２泊３日の自然体験

教室を実施することは十分可能であると考えています。 

これらの判断については、今後５年生児童及び保護者へのアンケートを実施し、皆様

の意見を伺った上で決定します。 

 

(2) 修学旅行について 

ア 開催方法の決定について 

 〇 12月中には候補地を 1か所に絞ります。 

・ 現在、６年生児童のプレゼン及び投票により、県内(下田方面)・県外(石川県方

面)の各１か所を候補地として選定しホテルも予約済み(いずれもバス移動)。 

・ ２学期内に旅行業者との協定において、６年児童及び保護者の意向を尊重しつつ

候補地を 1か所に絞り込む。その際「ふじのくにシステム」による移動制限レベル

が「特に慎重に行動」「回避」になっている地域を候補地として選定しない。 

 〇 1月下旬には修学旅行実施可否の判断を行います。 

・ キャンセル料発生の関係から、６年児童及び保護者の意向、移動制限レベルを参

考に、実施日から３週間前までに実施可否の判断。 

※修学旅行中止により、旅行代金の 15％相当の企画料支払いが発生。 

※キャンセルが遅れることにより、さらにキャンセル料の上乗せが発生。 

・ GO TO トラベルキャンペーンについては、詳細が分かり次第連絡。 

イ 旅行実施時の感染症対策について 

これまでの主な感染事例を参考にすると、密集した場所で密接して一定時間会話し

たことが原因であることが多いようです。ついては、上記「3 実施する際の感染症対

策について」の記載事項に加え、①大型バスを確保し密接状態を回避する ②食事は

ホテル内若しくは車中食とし店内では食さない ③施設内の訪問は短時間で済ませる 

④班行動の時間を多くとり学級全員が密接する状態を少なくする ⑤マスクを着用し

ていない人とは会話しないこととします。 

 

５ その他 

全国の感染者の中には、「感染経路が分からない」「感染対策を講じていたにも関わらず

感染していた」といった方もいるようです。そこで万一、本校関係者が感染したことによ

り学校行事を中止せざるを得なくなる事態が発生したとしても、決して、犯人捜しをした

り、誹謗中傷をしたりするようなことは厳に慎んでいただけますようお願いします。 

御不明な点や御意見等ありましたら、下記担当までお問い合わせください。 

 

 

担当 教 頭 

( 宮 沢 ) 

電話 ３８－０３９０ 


